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平
成
30
年
度  

村
づ
く
り
推
進
の
つ
ど
い

　

１
月
27
日
の
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル

で
は
、
村
づ
く
り
推
進
の
つ
ど

い
が
開
か
れ
ま
し
た
。
村
民
憲

章
推
進
関
係
者
や
社
会
教
育
団

体
員
な
ど
が
参
加
。「
花
と
緑
が

織
り
な
す
安
ら
ぎ
の
里
」
の
実

現
を
目
指
し
た
取
り
組
み
に
、

考
え
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
は
、
丸
木
橋
村
民

憲
章
推
進
実
施
協
議
会
の
池
田

一
男
さ
ん
が
「
花
壇
作
り
へ
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。
池
田
さ
ん
は
、
花
壇

の
管
理
方
法
や
か
か
っ
た
費
用

な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
総
括
と

し
て
、「
明
る
く
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
に
、
花
壇
は
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
事
の
認
識

を
高
め
て
い
く
事
が
大
切
だ
と

思
う
。
花
壇
の
意
識
を
広
め
て
、

全
村
に
花
が
広
が
り
﹃
花
い
っ

ぱ
い
運
動
﹄
の
成
果
が
実
る
よ

う
に
願
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま

し
た
。

色とりどりの花がらんまんと咲く（丸木橋バス停付近）

安らぎの実現目指し
花と緑でいっぱいに

　

講
演
会
も

開
か
れ
、
子

ど
も
が
育
ち

や
す
い
地
域

を
目
指
す
、

紫
波
町
古
館

地
区
子
ど
も

を
見
守
る
ま

ち
づ
く
り
委

員
会
の
佐
々

木
勉
事
務
局

長
が
、
子
ど

も
が
活
躍
で

き
る
環
境
や

地
域
の
人
と

花いっぱいコンクール受賞区（左から順に瀬月内実践区、宇堂口実践区、

丸木橋実践区、細屋実践区、戸田元村上実践区）

子育ち支援について語る佐々木事務局長

丸木橋の花壇作りについて発表する池田さん

出
会
え
る
環
境
な
ど
、
子
育
ち

支
援
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

第
26
回
九
戸
村
花
い
っ
ぱ
い

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
３
つ
の
賞
に
輝
い
た

５
実
践
区
を
紹
介
し
ま
す
。

■
最
優
秀
賞

　
丸
木
橋
実
践
区

■
優
秀
賞

　
宇
堂
口
実
践
区
、
細
屋
実
践
区

■
優
良
賞

　

瀬
月
内
実
践
区
、
戸
田
元
村

　
上
実
践
区
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地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、

支
え
合
い
の
村
づ

く
り
の
取
り
組
み

と
し
て
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
地
域
の
中
の

「
お
互
い
様
」
の

支
え
合
い
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
仕

組
み
づ
く
り
を
目

的
に
、
こ
れ
ま
で

◆
住
民
主
体
の
支
え
合
い
推
進

に
向
け
活
発
な
意
見

　

１
月
に
行
わ
れ
た
第
２
回
支

え
合
い
の
村
づ
く
り
研
究
会
で
、

「
支
え
合
い
の
推
進
役
で
あ
る
協

議
体
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
け
ま
す
か
」
と
い
う

ア
ン
ケ
ー
ト
に
８
人
の
参
加
者

が
「
は
い
」
と
回
答
。
そ
れ
を

受
け
、
２
月
13
日
、
村
保
健
セ

ン
タ
ー
で
前
述
の
８
人
と
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
村
役
場
福
祉
担

当
者
と
で
、「
協
議
体
検
討
委
員

会
」
を
開
催
。
今
後
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　　

８
人
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
５

人
が
出
席
し
、「
助
け
合
い
を
広

め
る
に
は
、
も
う
少
し
人
数
が

必
要
」「
村
全
域
よ
り
は
、
旧
小

学
校
区
単
位
で
助
け
合
い
を
始

め
た
ほ
う
が
い
い
」「
各
地
域
か

ら
、
２
～
３
人
ず
つ
代
表
と
し

て
出
て
も
ら
え
ば
よ
い
の
で
は

な
い
か
」
と
、
活
発
な
意
見
が

案
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
意
見

協
議
体
検
討
委
員
会

を
も
と
に
、
協
議
体
メ
ン
バ
ー

を
選
出
し
、
住
民
主
体
の
「
支

え
合
い
」
を
推
進
し
て
い
く
予

定
で
す
。

支え合いの推進に
多くの意見が案出

住
民
勉
強
会
な
ど
を
重
ね
ま
し

た
。

　　

高
齢
化
に
伴
い
、
調
理
や
ご

み
捨
て
な
ど
の
生
活
支
援
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
一
方
、
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
の
介
護
人
材
の
不
足

が
予
想
さ
れ
、
住
民
同
士
の
助

け
合
い
で
補
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
支
え
合
い
は
一
気

に
進
む
も
の
で
は
な
い
た
め
、

推
進
役
と
し
て
協
議
体
・
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必

要
で
あ
り
、
選
出
に
向
け
て
２

回
に
わ
た
る
研
究
会
を
行
い
ま

し
た
。

安心して暮らせる村を考える

リハくのへの会とシルリハ体操

シ
ル
リ
ハ
体
操
希
望
者
募
集

　
「
リ
ハ
く
の
へ
の
会
」
は
、
岩

手
県
で
推
奨
し
て
い
る
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
指
導
者

会
で
す
。
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
は
、
片
ま
ひ
の
患
者
さ
ん

に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
を
も
と
に

考
案
さ
れ
た
、
高
齢
者
に
も
負

担
の
少
な
い
、
か
つ
効
果
的
な

操
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
操
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
か

ら
は
、「
握
力
が
つ
い
た
」「
肩

こ
り
が
良
く
な
っ
た
」
な
ど
の

効
果
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
長
期
で
実
施
す
る
教
室
や

サ
ロ
ン
で
は
、
体
力
測
定
の
結

果
、
歩
く
速
度
や
バ
ラ
ン
ス
能

力
が
維
持
・
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
地
域
や
近
所
の
皆
さ
ん

で
集
ま
っ
て
、
介
護
予
防
に
取

り
組
み
ま
せ
ん
か
。
リ
ハ
く
の

へ
の
会
は
、「
み
ん
な
で
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
や
っ

て
み
た
い
」
と
い
う
希
望
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
リ

ハ
く
の
へ
の
会
事
務
局
（
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
42
‐

２
１
１
１
）
ま
で
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

体
操
指
導
者
養

成
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
今
で
は
20

人
の
指
導
者
が
誕

生
。
い
わ
て
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
か
ら

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
受
け
な
が
ら
、

村
の
介
護
予
防
教

室
や
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
薬
湯
風

呂
な
ど
で
体
操
指

時・場所を選ばず
効果的な介護予防

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
の
サ
ロ
ン
で

は
、
シ
ル
リ
ハ
体
操
を
30
分
ほ

ど
行
い
、
そ
の
あ
と
茶
話
会
な

ど
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

現
在
村
内
で
は
７
カ
所
の
サ
ロ

ン
で
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

介
護
予
防
体
操
で
す
。
場
所
を

選
ば
ず
、
道
具
も
必
要
な
い
の

で
、「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

一
人
で
も
」
取
り
組
む
事
が
で

き
ま
す
。

　

当
村
で
は
、
介
護
予
防
の
取

り
組
み
と
し
て
、
平
成
28
年
度

か
ら
県
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
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農
用
地
区
域
の
除
外
・
編
入
申
請

　

村
で
は
平
成
31
年
度
に
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
（
農
業
の

振
興
を
図
る
た
め
、
土
地
の
有

効
利
用
と
農
業
の
近
代
化
を
計

画
的
に
進
め
る
た
め
の
計
画
）

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
こ
の

計
画
は
５
年
ご
と
に
見
直
し
を

行
い
、
そ
の
後
の
５
年
間
は
原

則
と
し
て
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
ま
た
は
編
入
と
い
っ
た
変

更
が
で
き
な
い
規
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
農
用
地
を
農
業
以

外
の
目
的
で
利
用
し
た
い
、
あ

る
い
は
、
農
用
地
区
域
外
の
土

地
を
農
用
地
区
域
へ
編
入
し
た

い
と
考
え
て
い
る
人
は
農
林
建

設
課
ま
で
、
所
定
の
書
類
、
資

料
に
よ
り
変
更
の
申
し
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
様
式
な
ど
は
農

林
建
設
課
に
あ
り
ま
す
）

　

な
お
、
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
は
、
次
の
５
要
件
を
満
た

し
具
体
的
な
事
業
計
画
が
あ
る

と
き
、
所
定
の
手
続
き
を
経
て

除
外
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
地

の
場
所
な
ど
に
よ
っ
て
は
除
外

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

1
農
用
地
以
外
の
用
途
に
供

す
る
こ
と
が
必
要
か
つ
適
当

で
あ
っ
て
、
代
替
す
べ
き
土

地
が
な
い
こ
と
。

2
農
用
地
区
域
内
に
お
け
る

農
用
地
の
集
団
化
、
農
作
業

の
効
率
化
や
土
地
の
農
業
上

の
効
率
か
つ
総
合
的
な
利
用

に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

な
い
こ
と
。

3
農
用
地
区
域
内
に
お
け
る

効
率
的
で
安
定
的
な
農
業
経

営
を
営
む
者
に
対
す
る
農
用

地
の
利
用
の
集
積
に
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

4
農
用
地
区
域
内
の
土
地
改

良
施
設
の
有
す
る
機
能
に
著

し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
な
い
こ
と
。

5
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
施

行
区
域
内
に
あ
る
土
地
に
つ

い
て
は
、
事
業
完
了
し
た
年

度
の
翌
年
か
ら
8
年
を
経
過

し
て
い
る
こ
と
。

≪
 

除
外
の
５
要
件 ≫

■
受
付
期
限

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
農
林
建
設
課
農
地
農
政
班　
担
当
者
：
大
崎

（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
４
２
）

　
平
成
31
年
４
月
26
日
（
金
）

■
認
可
予
定

　
平
成
32
年
３
月
末

アルファベットレースゲームをする児童

ゲ
ー
ム
で
学
ぶ
英
語
力

　

１
月
９
日
か
ら
11
日
に
か
け

て
、
冬
休
み
寺
子
屋
九
曜
塾

が
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。
村
内
の
小
学
生
の
べ

１
２
１
人
が
参
加
。英
語
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
や
、
冬
休
み
の
宿
題

学
習
会
を
し
ま
し
た
。

　

グ
レ
ア
ム
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
さ

ん
と
博
子
さ
ん
夫
妻
と
、
英
単

語
の
勉
強
や
、
英
語
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
で
英
語
に
親
し
み
ま
し

た
。
動
物
に
つ
い
て
の
英
単
語

や
日
本
語
と
英
語
で
の
鳴
き
声

の
違
い
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で

の
発
音
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。

アルファベットの発音を学習

　

ま
た
１
日
目
に
は
、
サ
イ
モ

ン
セ
ズ
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
指
示
者
が

動
作
を
あ
ら
わ
す
英
語
の
前
に

「
サ
イ
モ
ン
セ
ズ
」
を
つ
け
た
も

の
だ
け
真
似
を
す
る
と
い
っ
た

ゲ
ー
ム
。
参
加
児
童
は
、
グ
レ

ア
ム
先
生
の
話
す
言
葉
に
耳
を

傾
け
、
間
違
え
な
い
よ
う
に
遊

ん
で
い
ま
し
た
。

　

英
語
の
勉
強
を
し
た
後
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
参
し
た
冬
休
み

の
宿
題
を
し
ま
し
た
。
伊
保
内

高
校
の
生
徒
や
地
域
の
人
か
ら
、

問
題
の
解
き
方
を
聞
き
な
が
ら

宿
題
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
※
改
正
後
の
元
号
に
つ
い
て
は
、

便
宜
上
「
平
成
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。
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村
営
＆
若
者
住
宅

入
居
者
を
募
集

　
村
で
は
、
村
営
住
宅
・
若
者
定
住
促
進
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
事
項
を
よ
く

読
み
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

≲
村
営
住
宅
≳

1
住
宅
名
︵
戸
数
・
所
在
地
︶

　
村
営
住
宅
第
２
小
倉
団
地（
１

戸
・
九
戸
村
大
字
小
倉
５
︲
18
）

2
住
宅
の
概
要

　
木
造
平
屋　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

※
浴
槽
、
給
湯
器
は
あ
り
ま
せ

ん
。

3
連
帯
保
証
人

　

入
居
時
に
は
、
村
内
に
居
住

す
る
人
が
２
人
必
要
で
す
。

4
入
居
資
格

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

（
婚
姻
の
届
け
出
を
し
な
い
が
事

実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
人
そ
の
他
婚
姻
の
予
約

者
を
含
む
）。

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
。

③
政
令
で
定
め
る
収
入
基
準
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
。

④
国
税
・
地
方
税
な
ど
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
農
林
建
設
課　

  

地
域
整
備
班

（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
８
３
）

≲
若
者
定
住
促
進
住
宅
≳

1
住
宅
名
︵
棟
数
・
所
在
地
︶

▽
戸
田
若
者
定
住
促
進
住
宅（
１

棟
・
九
戸
村
大
字
戸
田
13
︲
69

︲
１
）

▽
山
根
若
者
定
住
促
進
住
宅（
１

棟
・
九
戸
村
大
字
山
根
５
︲
92

︲
１
）

▽
長
興
寺
若
者
定
住
促
進
住
宅

（
２
棟
・
九
戸
村
大
字
長
興
寺
８

︲
17
︲
３
）

2
住
宅
の
概
要

　
木
造
平
屋　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

3
連
帯
保
証
人

　

入
居
時
に
は
、
村
内
に
居
住

す
る
人
が
１
人
必
要
で
す
。

4
入
居
資
格

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
配
偶
者
が
あ
り

（
婚
姻
の
届
け
出
を
し
な
い
が
事

実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
人
、
そ
の
他
婚
姻
の
予

約
者
を
含
む
）、
40
歳
以
下
の
人

で
構
成
す
る
世
帯
。

②
将
来
に
わ
た
り
九
戸
村
に
居

住
す
る
人
。

③
国
税
・
地
方
税
な
ど
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と
。

④
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅

を
必
要
と
す
る
人
。

⑤
定
め
ら
れ
た
家
賃
お
よ
び
敷

金
を
支
払
う
能
力
が
あ
る
人
。

【
村
営
・
若
者
住
宅
の
共
通
事
項
】

1
家
賃
︵
月
額
︶

　

入
居
世
帯
員
構
成
お
よ
び
世

帯
員
の
所
得
に
応
じ
て
決
定（
入

居
後
も
変
動
あ
り
）

2
敷
金

　
家
賃
の
３
カ
月
分

3
必
要
書
類

①
入
居
申
込
書
（
農
林
建
設
課

に
あ
り
ま
す
）

②
住
民
票
（
入
居
希
望
者
全
員

分
の
本
籍
、
続
柄
が
表
示
さ
れ

た
も
の
）

③
平
成
30
年
度
所
得
証
明
書（
入

居
希
望
者
全
員
分
）

④
平
成
29
年
度
納
税
証
明
書（
入

居
希
望
者
全
員
分
）

■
受
付
期
間

　

３
月
６
日
（
水
）
～
３
月
20
日
（
水
）

▽
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
（
土
日
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　
▽
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
入
居
予
定
日

　
平
成
31
年
４
月
上
旬
予
定

村営住宅第２小倉団地

長興寺若者定住促進住宅（建設中）
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むらのわだい

第 43回村老連レク大会
若々しい発表に拍手起こる
　１月21日にＨＯＺホールで、第43回村老人クラブ連合会
レクリエーション大会が開かれました。歌や踊りなど39種目
を、９つの老人クラブ会員が披露。若々しい舞台発表に拍手
が巻き起こりました。
　二戸警察署九戸駐在所の森岩春雄所長が、防犯と交通安全
に関する講話を行いました。また、江刺家上老人クラブの「天
竜流し」や伊保内下老人クラブの「どんぱん節」、荒谷老人ク
ラブの「皆の衆」など39種目が、各老人クラブ会員によって
発表されました。

生ア・女性教室の合同講演会
愉快なトークに笑い声満つ
　１月22日のＨＯＺホールでは、生涯学習アカデミーと女性
教室による合同講演会が開かれました。今回の講演会は、「人
生漫談～人生60歳からが面白い～」と題して行われました。
講師である日本笑い学会秋田県人会長の人

じんせいていきらくだろう

星亭喜楽駄朗さん
が、60歳からの人生の楽しみ方について伝授しました。
　講演会には74人が参加。喜楽駄朗さんの愉快なトークに参
加者は、手を叩き口を大きく開けて笑っていました。1時間
30分の講演は、最後まで会場が笑い声に満ちていました。 行列はオドデ館の端まで続きました

第１回チキン即売会
安価の鶏肉を求め多くの客
　１月29日、道の駅おりつめ「オドデ館」で第１回チキン即
売会が開かれました。もも肉やむね肉、味付け手羽元など特
別価格で販売され、買い物客で店内がいっぱいになりました。
　阿部繁孝商店さんと阿部悦三商店さんの協力のもと、鶏肉
が販売されました。安価の鶏肉は次々と売れていき、手羽元
160パックやもも肉・むね肉105袋などが売れました。また、
レストランでは、唐揚げ定食が100円引き。でんでん亭では、
焼き鳥40円引きのキャンペーンも行われ、好評を博しました。
　次回のチキン即売会は、3月29日に開かれます。

喜楽駄朗さん（丸枠内）の小気味良い話術に皆笑顔

を合唱（伊保内上老人クラブ）

「むらさき雨情」を艶やかに踊る
（戸田老人クラブ）

歌と踊りで表現した
「裏町酒場」（喜楽会）

「天竜流し」を堂々と披露
（江刺家上老人クラブ）
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復活した翁舞を披露（舞手：大崎廉成さん）

江刺家神楽門打ち・舞い始め
復元した翁舞を初お披露目
　２月３日、新山神社・江刺家神楽保存会は、
江刺家地区の家々を回り江刺家神楽の門打ち
をしました。その後、細屋ふれあいセンター
で江刺家神楽舞い始めが開かれました。
　門打ちは、江刺家地区の細屋行政区、山
屋行政区およそ80戸の家々で、無病息災
と家内安全を祈願しました。舞い始めでは、
注
しめきりまい

連切舞や番楽、今年復活した翁舞など、８
演目を１時間かけて舞いました。人の一生を
神楽で表現した翁舞は、保存会の若手メンバー
が昔の映像を見ながら復元。今回が初のお披
露目となりました。

手作りの商品が販売され多くの人でにぎわった

村婦人のつどい
女性の目線で住みよい村へ
　１月20日、ＨＯＺホールで村婦人のつどいが開かれました。
この集いに150人が参加。地域の問題を女性の目線で考え、
住みよい村づくりの実現を目的に開催されました。
　開会行事の後、二戸警察署九戸駐在所の森岩春雄所長によ
る「安心安全なくらしを守るために」と題した防犯講習会が
行われました。また、村婦人団体連絡会に所属する５団体が、
ステージで華やかな発表をしました。その後、会員お手製の
漬け物やピザなどを販売する、手作り交換市を行いました。
参加者同士で交流を深め、住みよい村について考えました。

ふるさとさんねカルタ大会
カルタを通して見聞広げる
　第12回ふるさとさんねカルタ大会が、１月25日に山根集
落センターで行われました。山根小学校の児童13人と地域住
民など19人が４チームに分かれ、カルタを楽しみました。参
加者は全神経を研ぎ澄まし、１枚でも多く取ろうと奮闘して
いました。同校６年の沢口佑介君は、「最後のカルタ大会なの
で、皆と力を合わせて頑張る事ができて楽しかった。１年生
のころと比べて上達していると思う」と話しました。
　参加者は九戸カルタを通して、九戸の魅力や歴史について
見聞を広げていました。

子どもから大人まで楽しんだカルタ取り

　　　　　「春が来た」や「リンゴの唄」

歌と踊りで表現した
「裏町酒場」（喜楽会）
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九
中
訪
問
互
い
に
理
解
深
め
る

　

第
21
回
村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
競
技
は
１
月
18
日
、
村
屋
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
伊
保
内
下
、
長
興
寺
、

荒
谷
、
伊
保
内
上
の
４
チ
ー
ム

24
人
が
出
場
。
リ
ー
グ
戦
に
て

優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
優
勝
は
長
興

寺
、
２
位
は
伊
保
内
上
、
３
位

は
荒
谷
と
な
り
ま
し
た
。

村
長
杯
Ｇ
Ｂ
大
会
長
興
寺
優
勝

戦略を立て優勝を目指す

九
戸
中
の
生
徒
の
学
習
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
盛
大
生

　

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
ト
支
援
事

業
「
冬
の
寺
子
屋
学
習
会
」
は
、

平
成
30
年
12
月
26
日
、
27
日
と

平
成
31
年
１
月
９
日
、
10
日
の

４
日
間
に
か
け
て
九
戸
中
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

盛
岡
大
学
文
学
部
の
学
生
８

人
が
、
学
習
支
援
の
た
め
九
戸

中
学
校
を
訪
問
。
中
学
３
年
生

８
人
と
中
学
２
年
生
11
人
に
数

学
と
英
語
を
教
え
ま
し
た
。
３

年
生
は
数
学
や
英
語
の
問
題
演

習
、
２
年
生
は
冬
休
み
の
テ
キ

ス
ト
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
生

徒
は
分
か
ら
な
い
問
題
を
無
く

そ
う
と
、
積
極
的
に
学
生
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。
学
生
は
、
ど

の
よ
う
に
教
え
れ
ば
分
か
っ
て

も
ら
え
る
か
を
考
え
な
が
ら
解

説
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
ト
支
援
事

業
は
、
中
学
生
は
学
習
に
対
す

る
意
欲
化
と
学
習
内
容
の
理
解

と
定
着
を
図
り
、
大
学
生
は
生

徒
理
解
の
在
り
方
や
学
校
・
教

職
員
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
機
会
を
も
つ
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。

料
理
を
楽
し
み
意
欲
の
ぞ
か
す

そ
れ
ぞ
れ
分
担
を
決
め

手
際
よ
く
調
理
す
る
参
加
者

　
１
月
24
日
、村
開
発
セ
ン
タ
ー

調
理
室
で
男
の
料
理
教
室
が
開

か
れ
７
人
の
男
性
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
雑
穀
ご
飯

の
お
に
ぎ
り
や
せ
ん
べ
い
汁
、

サ
ン
マ
缶
の
玉
子
焼
き
な
ど
６

品
を
調
理
。
食
の
匠
で
あ
る
小

野
寺
加
代
子
さ
ん
か
ら
、
作
り

方
や
食
材
の
切
り
方
な
ど
聞
き

な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
決
め
ら

れ
た
時
間
の
中
で
６
品
を
作
る

た
め
、
役
割
分
担
を
決
め
、
料

理
を
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
し

完
成
し
た
料
理

た
岩
本
俊
夫
さ
ん
は
、「
東
京
出

身
だ
が
、
せ
ん
べ
い
汁
を
食
べ

る
事
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
参
加
し
た
い
」
と
満

足
げ
に
話
し
ま
し
た
。　

完
成
し

た
料
理
を

食
べ
た
参

加
者
は
、

次
の
教
室

で
ど
の
よ

う
な
料
理

を
作
り
た

い
か
出
し
合
い
、
次
回
へ
の
意

欲
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

第
29
回
村
明
る
い
選
挙
啓
発

習
字
コ
ン
ク
ー
ル
が
２
月
に
行

わ
れ
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
村
内

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
54
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
18
点
が

選
挙
啓
発
の
習
字
18
点
が
入
賞

入
賞
し
、
上
位
３
賞
の
入
賞
者

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

山
下
須す

ず瑞
（
九
戸
中
２
年
）

◆
村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

会
長
賞

橋
本
く
る
み
（
伊
保
内
小
６
年
）

◆
優
秀
賞

中
村
萌も

ね音
（
長
興
寺
小
２
年
）

中
澤
萌め
い
な那
（
戸
田
小
３
年
）

向
井
理り

お桜
（
伊
保
内
小
４
年
）

坂
本
梨り

お央
（
長
興
寺
小
４
年
）

大
野
り
こ
（
伊
保
内
小
５
年
）

千
葉
和わ

か

な
香
愛
（
長
興
寺
小
５
年
）

和
田
心み
は
な花
（
山
根
小
６
年
）

中
澤
悠ゆ

ら空
（
九
戸
中
１
年
）

作：橋本くるみさん 作：山下須瑞さん
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冬
晴
や
チ
キ
ン
王
国
九
戸
村

田
村　

畦
畔

呆
け
防
止
ピ
ア
ノ
で
遊
ぶ
余
寒
尚

足
止
め
る
葉
牡
丹
見
頃
大
通
り

老
い
の
技
孫
に
見
せ
た
し
ス
キ
ー
す
る

冴
え
返
る
こ
の
書
に
懸
け
た
し
集
中
力

寒か
ん
が
ら
す

鴉
老
い
の
元
気
を
貰
い
う
け

二
人
に
て
寒
気
を
肌
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ高

島
ふ
み
女

八
十
余
生
き
て
余
寒
の
い
と
厳
し

ス
キ
ー
ヤ
ー
世
界
に
挑
戦
ジ
ャ
ン
プ
す
る

葉
牡
丹
や
脳
み
そ
断
層
連
想
す

母
と
兄
同
じ
命
日
寒
の
入
り

病
状
を
打
ち
明
け
ら
れ
て
嵐
の
夜

愚
痴
聞
く
も
老
の
務
め
や
炬こ

た

つ燵
守も

る

女
正
月
波
乱
の
友
の
訃
報
聞
く

菅
野　

岑
子

綿
虫
と
思
ふ
刹
那
に
見
失
ふ

語
る
な
き
時
を
寛

く
つ
ろ

ぎ
冬
灯

と
も
し

百
段
の
階

き
ざ
は
しの

ぼ
る
冬
日
和

供
へ
あ
る
栗
五
つ
六
つ
木も

く
じ
き
ひ

食
碑

一
水
の
流
れ
に
沿
ふ
て
石つ

わ路
の
花

冬
部　

雪
女

余
寒
な
ほ
強
き
匂
い
の
貼
り
薬

竹
ス
キ
ー
履
い
て
一
歩
や
ま
た
一
歩

葉
牡
丹
の
渦
極
め
た
る
門
辺
か
な

春
遅
々
と
心
の
ぬ
く
き
お
ら
が
郷

つ
づ
り
来
し
俳
句
の
旅
路
四
温
晴

舘
村　

青
村

野
辺
の
僧
梵
音
震
ふ
余
寒
か
な

洟は
な

た
ら
し
戦
後
の
餓が

き鬼
や
竹
ス
キ
ー

葉
牡
丹
や
あ
や
な
す
色
の
十
重
二
十
重

産
土
は
伊
保
内
村
や
春
立
て
り

天
心
に
冬
満
月
や
村
眠
る

寒
林
に
寂
と
か
細
き
祠

ほ
こ
ら
み
ち径

雪
煙
一
瞬
消
え
し
無
量
山

離
れ
庵
雪
解
雫
の
音
ば
か
り

【
一
月
席
題
詠
よ
り
】

初
場
所
や
贔ひ

い

き屓
の
力
士
今
日
も
勝
ち　

（
畦　

畔
）

寒
風
を
避
け
投
函
の
車
出
す

初
場
所
や
陛
下
迎
へ
し
国
技
館　
　
　

（
雪　

女
）

山
眠
る
山
の
寝
息
は
風
の
音

初
場
所
や
天
覧
相
撲
に
歓
呼
の
声　
　

（
青　

村
）

混
沌
の
余
生
余よ

み
ょ
う命

や
雪
明
り

む
ら
の
文
芸

第
３
７
０
回　

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

元気スマイル ㊽

久く

ぼ保 

キ
ク
ヨ
さ
ん

昭
和
９
年
６
月
20
日
生
・
84
歳
（
荒
谷
）

　

現
在
、
キ
ク
ヨ
さ
ん
と
息
子
さ
ん
、

そ
の
奥
さ
ん
と
３
人
で
生
活
。
孫
４
人

ひ
孫
６
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
？　
帽
子
や
猫
、
写
真
入
れ

な
ど
手
芸
を
す
る
こ
と
で
す
。

◆
普
段
し
て
い
る
事
は
？　
夏
は
野
菜

作
り
、
冬
は
手
芸
を
し
て
い
ま
す
。

◆
大
変
だ
っ
た
事
は
？　

息
子
に
ひ

え
飯
で
は
な
く
お
米
を
食
べ
さ
せ
た
く

て
、
一
か
ら
田
ん
ぼ
を
作
っ
た
事
。

◆
元
気
の
秘
訣
は
？　
好
き
な
事
を
や

り
た
い
よ
う
に
や
り
、
無
理
を
し
な
い

で
生
活
す
る
こ
と
で
す
。

小お

が

さ

わ

ら

笠
原 

隆
た

か

ひ

ろ大
さ
ん

33
歳
・
荒
谷

　

平
成
21
年
に
香
織
さ
ん
と
結
婚
。
子
ど

も
４
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
お
り
つ
め
で
機
能
訓
練
指
導
員
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
す
る
事
で
す
。

◆
普
段
し
て
い
る
事
は
？　
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
す
る
か
、
鬼
ご
っ
こ
や
カ
ル
タ
な
ど

子
ど
も
と
遊
ん
で
い
ま
す
。

◆
休
み
の
日
は
？　
２
年
ほ
ど
前
か
ら
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
目
標
は
？　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に

出
場
す
る
事
と
、
家
を
建
て
る
事
で
す
。

友達の輪 ㊼

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。

隆
大
さ
ん
㊥
と
子
ど
も
た
ち



かんじきを履き銀世界を歩く

野田村で復興の状況を視察

雪を跳ね飛ばし滑走した「ケツゾリ」

熱い握手を交わし別れを告げる

オドデ像前で記念撮影するドラーアカデミーの生徒

10

　
２
月
11
日
、
当
村
と
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド・ド
ラ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

と
の
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ド
ラ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
と
村
は
、

青
少
年
海
外
派
遣
事
業
で
平
成

26
年
度
ま
で
交
流
が
あ
り
、
村

を
訪
れ
る
の
は
そ
れ
以
来
で
す
。

ド
ラ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の
生
徒
８

人
と
引
率
の
教
員
２
人
が
１
泊

２
日
の
日
程
で
来
村
し
、
九
戸

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
庭

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

　　
翌
日
生
徒
た
ち
は
、
ス
キ
ー

場
周
辺
で
村
山
友
会
協
力
の
も

と
、
か
ん
じ
き
を
履
き
白
銀
の

世
界
を
歩
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ケ
ツ
ゾ
リ
に
も
挑
戦
。
九
戸
の

自
然
を
堪
能
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
ブ
ル
ッ
ク
・
マ
ク
マ
ラ
ン

さ
ん
は
、「
初
め
て
か
ん
じ
き
を

体
験
し
た
が
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　　
一
行
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

た
ち
と
バ
ス
に
乗
っ
て
野
田
村

に
出
発
。
途
中
の
オ
ド
デ
館
で
、

甘
茶
の
試
飲
や
オ
ド
デ
像
前
で

記
念
撮
影
し
ま
し
た
。
ま
た
移

動
中
に
は
、
英
語
に
翻
訳
さ
れ

た
オ
ド
デ
様
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。
野
田
村
で
は
、
東
日
本
大

震
災
の
被
害
や
復
興
状
況
な
ど

説
明
を
受
け
、
実
際
に
防
潮
堤

や
震
災
遺
構
を
見
学
し
ま
し
た
。

野
田
村
を
視
察
し
た
、
ア
カ
デ

ミ
ー
で
地
理
を
教
え
る
ア
レ
ス

テ
ア・マ
コ
ー
ネ
ル
さ
ん
は
、「
す

ご
く
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
に
、

す
べ
て
き
れ
い
で
現
代
的
な
建

物
に
復
興
で
き
て
い
る
こ
と
に

驚
い
た
」
と
感
慨
深
そ
う
に
話

し
ま
し
た
。
　

　　
ア
カ
デ
ミ
ー
の
生
徒
は
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
握
手
し
抱

き
合
い
別
れ
を
告
げ
、
名
残
惜

し
そ
う
に
駅
を
後
に
し
ま
し
た
。
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

Books ❖ 今月のおすすめ図書

学 校中戸九

高

校

内

保

伊

　

１
月
22
日
に
応
援

団
幹
部
紹
介
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
１
年

生
の
応
援
団
が
、
12

月
よ
り
練
習
を
積
み

重
ね
、
新
し
く
応
援

歌
の
手
振
り
を
覚
え

て
、
そ
れ
ら
を
全
校

生
徒
の
前
で
発
表
し

ま
し
た
。
伝
統
あ
る

九
戸
中
学
校
の
応
援

歌
を
、
大
き
な
声
で

全
員
が
歌
え
る
よ
う

に
と
大
き
く
手
を
振

り
、
そ
の
真
剣
さ
に

応
え
る
か
の
よ
う
に
全
校
生
徒

も
応
援
歌
を
歌
い
、
応
援
団
を

支
え
ま
し
た
。

経験積み立派な応援団へ

　

こ
れ
か
ら
経
験
を
積
み
重
ね

る
に
つ
れ
、
さ
ら
に
立
派
な
応

援
団
に
育
っ
て
く
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
体
育
祭
な
ど
で
地

域
の
皆
さ
ん
の
前
で
も
披
露
で

き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

　

３
月
１
日
、
３
年
生
26
人
は

卒
業
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
昨
年
12
月
中
に
、

26
人
全
員
が
進
路
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
進
路
実

現
で
き
た
の
は
、
生
徒
自
身
の

努
力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
村

の
各
地
域
の
人
々
の
協
力
、
ま

た
保
護
者
の
協
力
が
あ
り
達
成

で
き
た
も
の
で
す
。
伊
保
内
高

校
を
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ま
に
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。

３
学
年
長　

永
井　

哲
也

九
戸
村
・
生
徒
へ
の
感
謝

　
生
徒
に
は
、「
自
分
の
選
択
と

行
動
に
責
任
を
持
つ
こ
と
」
と

継
続
し
て
伝
え
て
き
ま
し
た
。

今
後
生
徒
た
ち
は
新
天
地
で
、

新
た
な
選
択
や
行
動
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
楽
な
選
択
も
あ
れ
ば
、

楽
し
い
選
択
、
つ
ら
い
選
択
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
ど

の
選
択
に
お
い
て
も
最
終
的
に

自
分
が
選
ん
だ
こ
と
に
は
責
任

を
持
ち
、
社
会
貢
献
を
し
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

３
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で

し
た
が
、
地
域
の
人
々
へ
の
感

謝
と
、
努
力
し
立
派
に
成
長
し

続
け
て
く
れ
た
生
徒
に
感
謝
し

ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
成
長

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

卒業し新天地で活躍する26人

１年生の応援団が応援歌を発表

　大規模な調査の結果分かった
驚愕の実態。
　日本の中高校生の多くは、中
学校の教科書の文章を正確に理
解できない。多くの仕事がＡＩ
に代替される将来、読書力のな
い人間は失業するしかない。気
鋭の数学者が導き出した最悪の
シナリオと教育への提言。

ＡＩ vs. 教科書が読めない子どもたち
新井　紀子　著／東洋経済新報社

鏡の背面
篠田　節子　著／集英社

信長の原理
垣根　涼介　著／角川書店

　アリーの大好き
なもの、おばあち
ゃんとおばあちゃ
んが作ってくれた
ちびうさぎ。生ま
れた時からずっと
一緒で、これから
もずっと一緒だと
思っていたけれど
…。

おばあちゃんのおくりもの
キャリー・ガラッシュ　作／ＷＡＶＥ出版

　私たちの「先生」はい
ったい誰だったの？
　薬物依存症患者やＤＶ被
害者の女性たちが暮らすシ
ェルターで発生した火災。
「先生」こと小野尚子が入
居者を救い死亡。しかし死
亡した「小野尚子」の遺体
は別人のものだった…。

　信長の飽くなき渇望。
家臣たちの終りなき焦
燥。その組織構造の瑕疵
が「本能寺の変」を呼
ぶ。なぜ俺は、裏切られ
続けて死にゆくのか。
　信長の苦悩と行動原理を
えぐり出す、革命的歴史小
説。



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

12

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

全
国
に
お
い
て
年
間
約
３
万
人
が
自

殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
当
村
に
お

い
て
も
自
殺
死
亡
率
は
高
く
な
っ
て
お

り
、
身
近
な
問
題
で
す
。

　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、
進
学

や
就
職
、
職
場
の
異
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
変
化
が
起
こ
る
時
期
で
す
。
環

境
が
変
わ
る
た
め
体
も
心
も
調
子
を
崩

し
や
す
い
季
節
と
言
わ
れ
て
い
て
、
自

殺
の
原
因
と
な
る
「
う
つ
病
」
な
ど
を

発
症
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

誰
で
も
嫌
な
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
が

あ
る
と
、
気
分
が
沈
ん
だ
り
や
る
気
が

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間　

　
　
　
　
（
保
健
師　
横
井　
信
香 

）

な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
う
つ
病
は
、
言
葉
で
は
表
現
で

き
な
い
ほ
ど
つ
ら
く
沈
ん
だ
気
分
や
、

興
味
・
喜
び
の
喪
失
が
、
一
日
中
ほ
ぼ

毎
日
２
週
間
以
上
続
き
、
仕
事
や
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
ま
た
、

不
眠
、
疲
労
感
、
食
欲
不
振
、
動ど
う
き悸
、

頭
痛
、
肩
こ
り
な
ど
、
体
の
症
状
と
し

て
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

自
殺
し
た
時
に
何
ら
か
の
精
神
疾
患

を
患
っ
て
い
た
人
は
８
割
で
、
中
で
も

う
つ
病
だ
っ
た
人
が
多
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
心
身
と
も
に
健
康
を
保
つ
こ

と
は
、
自
殺
を
防
ぐ
上
で
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。

　

心
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
ス
ト

レ
ス
を
溜
め
込
ま
ず
上
手
に
発
散
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
う
つ
病

は
早
め
に
適
切
な
治
療
を
す
れ
ば
回
復

す
る
場
合
も
多
い
の
で
、
お
か
し
い
な

と
感
じ
た
ら
早
め
に
病
院
や
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
相
談
機
関
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
会
社

な
ど
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
全
員
が
加
入

す
る
制
度
で
す
。

　

就
職
し
て
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に

加
入
、
ま
た
は
、
退
職
し
て
離
脱
し
た

と
き
や
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
住

所
や
世
帯
主
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
役

場
で
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
資
格
が
異
動
し
た
ら
届
け
出
を

　

他
の
市
区
町
村
に
転
出
し
た
と
き
や

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き
、
修
学
に
よ
る
特
例
や
対
象
施
設
へ

入
所
し
て
住
所
地
特
例
の
該
当
要
件
を

満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の

旨
の
『
届
け
出
』
と
『
国
保
の
保
険
証

を
返
す
』
手
続
き
が
発
生
し
ま
す
。

　

手
続
き
を
せ
ず
国
保
の
資
格
が
無
く

な
っ
て
か
ら
も
、
国
保
を
使
用
し
て
保

険
医
療
機
関
を
受
診
す
る
人
が
い
ま

す
。
そ
の
場
合
、
本
来
、
自
分
が
加
入

し
て
い
る
保
険
で
そ
の
給
付
が
行
わ
れ

る
べ
き
で
す
か
ら
、
国
保
が
給
付
し
た

医
療
費
を
返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま

た
、
資
格
を
喪
失
し
て
い
な
い
こ
と
で

国
保
税
も
賦
課
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
国
保

の
資
格
に
異
動
が
生
じ
た
ら
役
場
に
す

ぐ
に
届
け
出
て
正
し
い
保
険
証
を
使
い

ま
し
ょ
う
。

■
保
険
証
は
大
切
に

　

保
険
証
は
、
保
険
医
療
機
関
を
受
診

す
る
と
き
に
必
要
と
な
る
大
切
な
も
の

で
す
か
ら
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
万
が
一
、
紛
失
し
た
と
き
に
は
、

役
場
の
窓
口
に
届
け
出
て
再
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

国
保
の
資
格
取
得
と
資
格
喪
失

■主な異動事由と必要書類
国保に加入するとき 持参するもの（印鑑のほかに）
転入してきた 転出証明書
会社の健康保険をやめた 会社の健康保険をやめた証明書
生活保護を受けなくなった 保護廃止決定通知書
国保をやめるとき 持参するもの（印鑑のほかに）
転出するとき 国保の保険証
会社の健康保険に加入した 国保と会社、両方の保険証
その他 持参するもの（印鑑のほかに）
修学のため別に住所を定める 国保の保険証、在学証明書
退職者医療制度の対象になった 国保の保険証、年金証書

■
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
方
法

①
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
で
楽
し
く
飲
む
。

③
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で
体
調
を
整

え
る
。

④
趣
味
や
入
浴
な
ど
、
自
分
に
合
っ
た

リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
を
取
り
入
れ
る
。

⑤
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
伝
え
、
た

ま
に
は
断
る
こ
と
も
大
切
。



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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■
設
置
が
必
要
な
個
所

　

全
国
共
通
で
、
寝
室
と
寝
室
が

あ
る
階
の
階
段
に
は
、
原
則
と
し

て
煙
式
を
設
置
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

■
な
ぜ
寝
室
や
階
段
へ
の
設
置
が

必
須
な
の
か

　

住
宅
火
災
で
は
、「
逃
げ
遅
れ
」

が
原
因
で
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
が
非

常
に
多
く
、
中
で
も
寝
て
い
る
時

村内の火災・救急（１月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 0 件 ±０件
救 急 28 件 28 件 ＋４件

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

新
元
号
に
関
す
る
詐
欺
に
注
意

■
対
象
者

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
出

産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
人
。

■
届
出
時
期

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
、
届

け
出
が
可
能
で
す
。

※
届
け
出
が
で
き
る
の
は
、
４
月
以
降

で
す
。

■
届
出
場
所

　
住
民
生
活
課

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
、
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
の
産
前
産
後
の
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

■
免
除
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
に
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
最
大
４
カ
月
間
（
多

胎
妊
娠
の
場
合
は
、
３
カ
月
前
か
ら
最

大
６
カ
月
間
）。

※
免
除
に
な
る
の
は
、
４
月
以
降
の
保

険
料
で
す
。

村内の交通事故（１月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 ± 0 件
物損事故 10 件 10 件 ＋ 1 件
負 傷 者 0 人 0 人 ± 0 人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 0 人 ± 0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 265日
（１月31日現在）

産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
免
除

　

新
元
号
に
な
る
に
あ
た
り
「
銀
行
法

が
改
正
に
な
っ
た
」
な
ど
と
言
っ
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
個
人
情
報
な
ど

を
だ
ま
し
取
る
、
新
た
な
詐
欺
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
案
内
に
注
意

▽
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
不
正
操
作
防

止
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
変
更
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▽
同
封
の
書
類
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
の
暗
証
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
返
信
用
封
筒
で
書
類
と
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
と
共
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
特
殊
詐
欺
に
だ
ま
さ
れ
な
い
コ
ツ

①
お
金
の
貸
し
借
り
、
銀
行
口
座
を
聞

か
れ
た
、
無
理
や
り
物
を
売
り
つ
け
ら

れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、
絶
対
に

一
人
で
決
め
ず
、
誰
か
に
相
談
す
る
。

②
身
に
覚
え
の
な
い
未
払
い
請
求
な
ど
が

来
て
も
相
手
と
一
切
連
絡
を
取
ら
な
い
。

③
突
然
家
に
来
た
人
か
ら
「
通
帳
と
印

鑑
を
預
か
る
」「
預
金
を
保
管
し
ま
す
」

な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
即
１
１
０
番
す
る
。

④「
あ
れ
？
」と
思
っ
た
ら
、家
族
、友
人
、

警
察
に
相
談
す
る
。

　　
「
私
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
も
、
お
金

を
渡
す
前
に
「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

ど
う
し
よ
う
」
と
誰
か
に
話
し
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
だ
ま
さ
れ
な
い
人
は
、

周
り
の
人
に
相
談
で
き
る
人
で
す
。

　【
運
転
免
許
自
主
返
納
手
続
き
】

　
　
運
転
免
許
の
取
り
消
し
申
請
を

　
す
れ
ば
返
納
で
き
ま
す
。

　
■
手
続
き
の
注
意
点

　
①
駐
在
所
で
の
申
請
は
、
事
前
に

　
電
話
連
絡
が
必
要
で
す
。

　
②
有
効
期
限
内
の
運
転
免
許
証
か
。

　
③
返
納
手
続
き
を
す
る
人
は
本
人

　
か
。（
代
理
の
人
は
、
本
人
の
委
任

　
状
が
必
要
で
す
。）

に
犠
牲
に
な
る
危
険
性
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
寝
て
い

る
時
に
火
災
に
気
づ
く
よ
う

寝
室
へ
の
設
置
が
有
効
な
の

で
す
。
ま
た
、
煙
は
階
段
を

通
じ
て
上
階
へ
広
が
る
こ
と

か
ら
、
上
階
の
部
屋
に
煙
が

充
満
す
る
前
に
避
難
を
促
す

た
め
、
階
段
へ
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ３月４日㊊ ３月５日㊋ ３月11日㊊
空 き 缶 ３月18日㊊ ３月25日㊊ ３月26日㊋
粗 大 ご み ３月12日㊋
紙・プラ類 ３月14日㊍ ３月20日㊌ ３月28日㊍

ごみ収集日 ３月

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

３ 10 すがわら消化器内科 23-2879 ３ 10 国香歯科医院 23-2223

17 金田一診療所 27-2205 17 宮澤歯科医院 46-2953

21 ほそかわ小児科クリニック 26-8100 21 右門歯科クリニック 38-2288

24 小野寺内科医院 33-2505 24 曽根歯科医院 27-3108

31 よこもり眼科クリニック 22-2230 31 渡辺歯科医院 23-2052

  多重債務相談
無料出前講座

　東北財務局盛岡財務事務所では、
多重債務の相談や金融犯罪に対す
る無料出前講座を行っています。
≪多重債務相談≫　
　返済しきれないほどの借金を抱
える人からの相談に応じています。
■相談専用電話　019-622-1637
■日時　月曜日～金曜日（祝日、
年末年始除く）　午前８時30分～
午後４時30分
≪金融犯罪防止出前講座≫　
　地域のコミュニティ活動などで、
金融犯罪未然防止の出前講座を
行っています。
■内容　金融犯罪の手口や対策など
■問い合わせ　東北財務局盛岡財
務事務所（☎019-625-3353）

  子どもの安全
地域で守ろう

　新入学生をはじめ、子どもたち
が安全で安心に暮らせるよう、地
域ぐるみで子どもの見守り活動を
行いましょう。「花に水をやりなが
ら」、「外の掃除をしながら」など
毎日行っていることを、子どもた
ちが通学する時間にやる事で簡単
に活動できます。
■期間
　４月６日（土）～15日（月）
■運動の重点
≪見守り活動の強化≫
　学校関係者、保護者、地域住民、
関係機関・団体などが連携した、
登下校時のパトロール、あいさつ
運動などを実施。
≪通学路などの危険個所点検≫
　子どもと一緒に通学路や自宅周
辺を歩きながら、見通しの悪い個
所や暗がりなどの危険個所を点検
し注意喚起するとともに、子ども
110番の家や店を確認し、非常時
の対応などについて確認。

  障がい者が
技能を競う

　障がい者が日ごろ培った技能を
互いに競い合う、県障がい者技能
競技大会を開催します。
■日時　７月７日（日）
■場所　県立産業技術短期大学校
■主な競技種目・募集人数　
　ワープロ部門（５人）、ＤＴＰ部
門（５人）、縫製部門（５人）など
■問い合わせ　高齢・障害・求職
者雇用支援機構岩手支部（☎019-
654-2081）

  表示登記の日
相談会を開催

　県土地家屋調査士会二戸久慈支
部では、４月１日の「表示登記の日」
を記念して、無料相談を行います。
■日時
　４月１日（月）　午前10時～午
後３時
■場所
　二戸市シビックセンター１階
（ミーティングルーム）
■相談内容　
　土地の分筆、合筆、地目変更、
地積更正登記、建物の新築、増築、
滅失登記、土地・建物の調査測量、
境界問題
■問い合わせ　岩手県土地家屋調
査士会二戸久慈支部　二戸地区事
務局（☎22-1235）
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人のうごき
（平成31 年2日 1日現在）

●人　口　　５，７８８　人  （－１４）

　　男　　　 ２，７７４　人  （－１０）

　　女　　　 ３，０１４　人　  （－４）

●世帯数　　２，１６７世帯　　（－１）
　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　３　人  　　（３人）

　 転　 出　　 　　４　人 　 　（４人）

　 出　 生　　 　　１　人  　　（１人）

　 死　 亡　　　 １４　人  　（１４人）
（カッコ内は１月からの累計）

編集後記
◆ドラーアカデミーの学生たちが
５年ぶりに来村しました。ホスト
ファミリーのみなさんが、英語でコ
ミュニケーションをとっているのを
見て感心しました。◆私もまじめに
英語を勉強しておけば良かったと
痛感。今から頑張ります！（前川）

  国の財政を支える
国税専門官を募集

　仙台国税局では、税務署などで
調査・徴収、検査や指導などを行
う国税専門官を募集します。
■受験資格　
①平成元年４月２日から平成10年
４月１日生まれの人。
②平成10年４月２日以降生まれの
人で、次に掲げるもの。
　⑴大学を卒業した人および平成
　32年３月までに大学を卒業見込
　の人。
　⑵人事院が⑴に掲げる人と同等
　の資格があると認める人。
■受験申込受付期間　
　平成31年３月29日（金）～平
成31年４月10日（水）
■申込方法　
　インターネット申し込み（http://
www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）
■第１次試験日　
　平成31年６月9日（日）
■問い合わせ
●仙台国税局人事第二課試験研修
係（☎022-263-1111内線3236）
●人事院東北事務局（☎022-221-
2022）
※改正後の元号については、便宜
上「平成」と表記しています。

スナップくのへ＋

  自衛官候補生
募集します

■自衛官候補生男女
●資格…18歳以上33歳未満
●受付期間…通年
■申し込み・問い合わせ
　自衛隊岩手地方協力本部二戸地
域事務所（☎23-2529）

  自動車検査・登録
手続きは 2月中に

　自動車の検査、登録手続き（車
検、名義変更、住所変更、廃車な
ど）をする人が3月に集中します。
このため、窓口や車検場が混雑し、
長時間お待ちいただく状態となり
ます。手続きは２月中に済ませま
しょう。
■窓口の受付時間　
　午前8時45分～正午、午後１時
～午後４時（土日祝日除く）
■自動車登録・検査テレホンサービス
☎050-5540-2010
■車検予約システム　
　https://www.yoyaku.naltec.
go.jp/pc/reservationTop.do
■軽自動車窓口　
　軽自動車検査協会岩手事務所（盛
岡市湯沢16地割15-10／☎050-
3816-1833）
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２
月
３
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で

村
教
育
振
興
運
動
集
約
集
会
・
村

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
・
く
の
へ
朗
読

会
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
や
村
民
な
ど
が
、

心
身
と
も
に
健
全
な
子
ど
も
の
育

て
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
教
育
振
興
運
動
集
約
集
会
で
は
、

村
民
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
長

賞
に
は
、
尾
友
花か

ほ歩
さ
ん
（
伊
保

内
高
３
年
）
の
「
選
ぶ
」
が
、
教

育
長
賞
に
は
、釜
石
佳け

い
ご吾
さ
ん
（
山

根
小
２
年
）
の
「
と
も
だ
ち
く
る

か
な
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

功
労
者
表
彰
も
行
わ
れ
、
２
団
体

９
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

村
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
は
、
戸
田

保
育
園
実
践
区
保
護
者
会
長
の
滝

本
裕
太
さ
ん
と
、
山
根
小
学
校
実

践
区
会
長
の
和
田
伸
一
さ
ん
が
、

教
育
の
振
興
に
向
け
て
実
践
し
た

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

く
の
へ
朗
読
会
に
は
俳
優
と
し

村
教
振
集
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
・
朗
読
会

16

聴衆を本の世界に引き込むように朗読する高橋和久さん㊨と樹原ゆりさん

16

受賞作を発表する尾友さん㊨と釜石さん

16

て
活
躍
す
る
、
樹
原
ゆ
り
さ
ん
と

高
橋
和
久
さ
ん
が
出
演
。
今
年
は
、

「
母
と
暮
ら
せ
ば
」（
山
田
洋
次
・

井
上
麻
矢
著
）
を
朗
読
し
ま
し
た
。

原
爆
投
下
か
ら
３
年
後
の
長
崎
を

舞
台
に
し
た
こ
の
本
。
２
人
の
渾

身
の
朗
読
に
来
場
者
は
、
涙
を
浮

か
べ
な
が
ら
本
の
世
界
に
没
入
し

て
い
ま
し
た
。

　

村
民
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
と
功
労
者
表
彰
で
受
賞
し
た

人
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
村
民
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
】

■
村
長
賞

　
尾
友
花
歩
（
伊
保
内
高
３
年
）

■
教
育
長
賞

　
釜
石
佳
吾
（
山
根
小
２
年
）

■
優
秀
賞

　
小
笠
原
葵あ
お
い（
江
刺
家
小
３
年
）

　
沢
口
佑ゆ
う
す
け介
（
山
根
小
６
年
）

　
小
沼
玖た
ま
え慧
（
九
戸
中
２
年
）

■
入
選

　
篠
山
乃の

あ愛
（
戸
田
小
１
年
）

　
小
枝
愛あ
い
と和
（
江
刺
家
小
２
年
）

渾
身
の
朗
読
に
涙

　
日
向
瑠り
ゅ
う（
山
根
小
４
年
）

　
向
井
理り

お桜
（
伊
保
内
小
４
年
）

　
野
辺
地
柔じ
ゅ
う
ご悟
（
江
刺
家
小
５
年
）

　
古
舘
愛ま
な
か佳
（
長
興
寺
小
６
年
）

　
細
川
乃の

あ愛
（
九
戸
中
３
年
）

　
立
波
由ゆ

き貴
（
伊
保
内
高
３
年
）

　
関
口
莉り

お央
（
同
）

【
功
労
者
表
彰
】

■
村
教
育
振
興
運
動
推
進
協
議
会

　

江
刺
家
神
楽
保
存
会
、
山
地
貴

之
、
髙
﨑
信
、
川
原
憲
彦

■
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　

伊
保
内
小
学
校
（
代
表
・
斉
藤

真
一
郎
）、
松
本
満
、
大
崎
謙
一
、

中
野
剛
、
橋
山
敬
介
、
和
田
伸
一
、

古
舘
一
夫


